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判決年月日 

 
令和２年９月１６日 
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知財高裁第４部 

 事 件 番 号      令和元年(行ケ)第１０１７０号 

○ 被告の有する登録商標（ＢＵＬＬＰＵＬＵ ＴＡＰＩＯＣＡの文字と図柄）につい

て，原告の有する引用商標（ＳＴＡＲＢＵＣＫＳ ＣＯＦＦＥＥの文字と図柄）に類似

せず商標法４条１項１１号に該当しないとし，また，原告の業務に係る商品・役務（使用

商標は引用商標と同じ）と混同を生ずるおそれがある商標ではないとして，商標法４条

１項１５号にも該当しないと判断した事例 

○ 引用商標の構成要素の周知性の立証に係るインターネットアンケート調査の

結果について，調査方法が適切ではないとしてその結果を採用しなかった事例 

（事件類型）審決（無効不成立）取消 （結論）審決維持 

（関連条文）商標法４条１項１１号，１５号 

（関連する権利番号等） 登録第５９０３２５６号，登録第４８０６９８７号 

（審決）無効２０１７－８９００６５号 

 

判 決 要 旨 

１ コーヒーチェーン事業を営む原告は，タピオカ入り飲料の販売等の事業を営む被告の

有する下記の本件商標（指定商品等：第２９類「タピオカ入りの乳製品」等）について，

引用商標及び使用商標を下記の引用商標（指定商品等：第３０類「コーヒー飲料」等）と

して，無効審判を請求したが，不成立審決を受けた。 

 

【本件商標】               【引用商標】 

       

 

２ 本判決は，①引用商標は，本件商標の登録出願時及び登録査定時に原告の業務に係る

商品及び役務を表示するものとして著名であったが，その構成要素である「本件緑色円環

配置構成（「緑色の二重の円環並びに内側の円環の帯状部分に白抜きの文字及び図形を配
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した構成」）自体が周知著名であったとは認められない，②下記本件標章を見て原告を想

起する者の割合を調査したインターネット・アンケート調査（本件アンケート調査）の結

果では，原告を想起する者が高い割合を占めているが，質問に付された説明が，本件標章

に接した需要者が視覚によって認識し，又は想起することができない内容を文章によって

誘導する等の理由から調査方法として適切ではなく，その結果を採用することはできない，

③以上から，「本件緑色円環配置構成」が独立して自他商品及び自他役務の識別標識とし

ての機能を果たし得るものと認めることはできない，④本件商標の要部は「ＢＵＬＬＰＵ

ＬＵ」の文字部分であり，引用商標の要部は「ＳＴＡＲＢＵＣＫＳ」の文字部分であるが，

両者は，外観，称呼及び観念のいずれの点においても相違するものであるから，両商標は

類似せず，本件商標は商標法４条１項１１号には該当しない，⑤本件商標の要部である「Ｂ

ＵＬＬＰＵＬＵ」の文字部分と引用商標の要部である「ＳＴＡＲＢＵＣＫＳ」の文字部分

とは，外観，称呼及び観念のいずれの点においても相違するから，需要者が本件緑色円環

配置構成に着目して引用商標が連想したりして，原告の業務に係る商品又は役務，原告と

経済的又は組織的に何らかの関係を有する者の業務に係る商品又は役務であるかのよう

に，その商品又は役務の出所について混同を生ずるおそれがあるものと認めることはでき

ず，本件商標は商標法４条１項１５号にも該当しないと判断して，原告の請求を棄却した。 

 

【本件標章】 

 

 


